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26春闘 ストライキを背景に大幅賃上げを要求
物価高騰が続くなか、26春闘は大幅賃上げと労働条件改善を求めるたたかいが各地で展開

されています。県内でも医労連、JMITUでストライキや統一行動が取り組まれました。

医療・福祉現場から怒りと決意
― 県医労連がストライキと統一行動―
県医労連は3月12日、県内各地でストライキ
と宣伝行動を実施し、物価高騰と深刻な人手
不足のもと、医療・福祉現場の労働者が「こ
のままでは地域医療がもたない」と声を上げ
ました。
⾧野駅前では署名宣伝とデモ行進を行い、
組合員から「私の職場では24年間ベースアッ
プがない。若い人が将来を描けない」と実態
を告発。他にも「賃金水準があまりにも低
い」「地域に医療は必要ないのでしょうか」
と切実な訴えが相次ぎ、現場の危機感が通行
人に訴えられました。医療・介護の賃金は他
産業より低水準で、日本医労連が求める月額5
万円の賃上げに対してもベアゼロ回答が続い
ています。行動には県内16医療施設から約110
人が参加し、賃上げと診療報酬10％以上の引
き上げを求めました。
宣伝では署名した市民からも待遇改善を求

める声が寄せられました。

JMITU⾧野地本
大幅賃上げ求めストライキ

―全国統一行動と連帯し要求実現へ―
JMITU⾧野地本は3月5日、26春闘での大

幅賃上げを求めストライキを実施しました。
会社側の初回回答は支部平均で月額8,250円、
3.44％にとどまり、物価高に見合う賃上げ
とは言えない内容となっています。昨年の
回答を上回った支部もある一方、低水準の
回答や回答延期もあり、
「生活改善につながる回答とは言えない」
としてストライキに決起しました。

JMITU中央本部の13日集約では、全国で
69支部分会が回答を引き出し、支部分会平
均は10,905円(3.54％)、組合員平均13,627円
(4.14％)となり、昨年同時期を上回る前進が
生まれています。15,000円を超える回答を
引き出した支部も相次ぎ、ストライキを軸
にしたたたかいが成果を広げています。
今後、職場討論を広げながら団体交渉を

強め、要求実現をめざす方針です。

3・12統一行動宣伝を実施 物価高を上回る賃上げへ
26春闘の集中回答日翌日の3月12日、⾧野県春闘共闘委員会と⾧野地
区春闘共闘委員会は、「すべての労働者に物価高騰を上回る大幅賃上げ
を」と訴える「3・12統一行動宣伝」を実施しました。
宣伝行動には23人が参加。今回の回答水準が物価高騰に追いついてい
ない実態や、大企業と中小企業の格差、さらに医療・介護などケア労働
者に賃上げが十分に行き渡っていない現状を訴えました。

26春闘はこれから後半戦です。大幅賃上げと労働時間短縮の実現、診
療報酬の改善、そしてイランの停戦と平和の実現をめざし、仲間と力を
あわせてたたかい抜きましょう。



先行きが見通せない状況にあるものの、女性の活躍、賃上げの定着と継続の必要性
を確認するとともに、置き去りとなっている非正規労働者、中小企業、人件費の価格
転嫁、ケア労働分野の課題について、双方の立場から認識を交流しました。
最低賃金や社会保険料負担についても意見交換を行い、最低賃金については考え方

の違いがある一方、発効日の先送りの問題を例に、制度運用が実態に十分合っていな
い現状について認識を共有しました。

長野県経営者協会と要請・懇談
3月2日、⾧野県労連は⾧野県経営者協会と
要請・懇談を行い、トランプ政権によるイラ
ン攻撃や日中関係など、不透明さを増す国際
情勢のもとでの春闘情勢について意見交換を
しました。
要請・懇談には、県労連から細尾議⾧、斉
京副議⾧、茂原事務局⾧、岩谷事務局次⾧、
本間幹事、八重田幹事が参加し、経営者協会
からは牛山事務局⾧、北澤会⾧補佐、佐藤課
⾧が出席しました。

県労連事務局のメールアドレスが変わります
3月いっぱいで旧アドレスは使えなくなりなります。

早めの変更をお願いします。

新 nagano-krn@rinks593.com

旧 krn@mx2.avis.ne.jp
（3月いっぱいで停止）

レバカレ2025に参加し、全国から集まった仲間
と「対話」と「学び合い」の大切さを実感しまし
た。全体会や分科会では、参加者が安心して発言
できる「対話と学び合いの約束ごと」がグランド
ルールとして共有され、心理的安全性を重視した
運営が印象的でした。ハラスメント防止のワーク
ショップでは、第三者介入の考え方や実践的なス
キルを学び、誰もが被害者にも加害者にもなり得
るという視点の重要性を再認識しました。また、
労働組合におけるジェンダー平等や組織のあり方
を問い直す議論を通じ、対話を基盤にした組織づ
くりの必要性を強く感じました。学んだ内容を職
場の学習や活動に生かしていきたいと思います。

連載「レバカレ参加レポート」第3回高教組河西綾さん


